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 要  旨 
【背景】 





散長(L)は，電子拡散係数(D)と電子寿命(τ)と 𝐿 = √𝐷 ∙ 𝜏 の関係がある． 
【実験・結果】 







た．電解液には，0.05M I2/アセトニトリル溶液に，炭素鎖 3～6 のアル
キル鎖を持つ(Alkyl)4N
+I- を加えたものを用いた．  
 電子拡散長測定結果は図 2に示すように，TiO2ではカチオンサイズ
の増大で電子拡散長 Lは若干の減少，ZnOでは Lの増加が確認された．  
さらに，再結合抵抗の変化を確認するためにインピーダンス測定を行










図 3．ZnO/EY系 DSSCのインピーダンススペクトル 
